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大
関
さ
ん
連
覇 

 

世
界
学
生
囲
碁
王
座
戦

　
学
生
囲
碁
の
世
界
一
を
決

め
る
第
15
回
世
界
学
生
囲
碁

王
座
戦
（
日
本
経
済
新
聞
社

な
ど
主
催
）
が
２
月
21
、
22

の
両
日
、
都
内
で
開
催
さ

れ
、
日
本
代
表
の
大
関
稔
さ

ん（
商
２
）

写
真

が
大
会

史
上
初
の
連
覇
を
遂
げ
た
。

　
同
戦
は
、
世
界
各
地
か
ら

選
出
さ
れ
た
16
人
が
出
場
。

大
関
さ
ん
は
豪
州
、
中
国
、

台
湾
、
米
国
の
各
代
表
を
破

り
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
。

「
４
人
と
も
強
い
相
手
だ
っ

た
の
で
優
勝
は
本
当
に
う
れ

し
い
。
今
後
も
納
得
の
で
き

る
碁
を
打
っ
て
い
き
た
い
」

と
喜
び
を
表
し
た
。

　
大
関
さ
ん
は
学
生
囲
碁
３

大
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
学
生
本

因
坊
、
学
生
十
傑
戦
、
学
生

王
座
戦
で
の
優
勝
経
験
が
あ

る
ほ
か
、
昨
年
は
第
62
回
全

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
本
因
坊
決

定
戦
（
毎
日
新
聞
社
な
ど
主

催
）
で
優
勝
、
ア
マ
チ
ュ
ア

囲
碁
の
ト
ッ
プ
に
立
っ
て
い

る
。

　
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
社
会
学
専
攻
１
年
次
の
金

思
穎
さ
ん
は
、
地
区
防
災
計

画
学
会
（
会
長
‥
室
﨑
益
輝

神
戸
大
学
名
誉
教
授
）
の
２

０
１
６
年
度
大
会
（
３
月
４

日
、
京
都
大
学
）
で
林
秀
弥

名
古
屋
大
学
教
授
ら
と
論
文

賞
を
共
同
受
賞
し
た
。
同
賞

は
、
同
学
会
に
お
け
る
最
高

賞
。
金
さ
ん
は
14
年
度
に
も

同
学
会
で
、
若
手
を
対
象
に

し
た
奨
励
賞
を
単
独
受
賞
し

て
い
る
。

　
金
さ
ん
は
、
大
矢
根
淳
人

間
科
学
部
教
授
（
災
害
社
会

学
）
の
指
導
の
下
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
や
企
業
の
防
災
活

動
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い

る
。
今
回
の
受
賞
論
文
は
、

名
古
屋
大
学
や
福
岡
大
学
と

の
連
携
に
よ
り
、
16
年
４
月

に
発
災
し
た
熊
本
地
震
を
テ

ー
マ
に
考
察
を
行
っ
た
も

の
。

　
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
の
客
員
研
究
員
を
務
め

て
お
り
、
４
月
か
ら
は
、
日

本
学
術
振
興
会
の
特
別
研
究

員
（
Ｄ
Ｃ
２
）
に
内
定
し
て

い
る
ほ
か
、
熊
本
地
震
に
関

す
る
研
究
が
高
く
評
価
さ

れ
、
福
岡
大
学
の
非
常
勤
講

師
を
兼
任
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

地区防災計画学会で研究を発表

する金さん

金
思
穎
さ
ん

（
院
文
博
１
）

地
区
防
災
計
画
学
会
論
文
賞
を
受
賞

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

の
学
部
長
賞
に
１
グ
ル
ー
プ

４
個
人
が
決
ま
り
、
１
月
24

日
に
行
わ
れ
た
１
年
次
生
向

け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
会

で
、
江
原
淳
学
部
長
が
賞
状

を
贈
っ
た
。

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
盛
り

上
げ
る
ア
イ
デ
ア
を
競
う
東

京
２
０
２
０
ア
イ
デ
ィ
ア
ソ

ン
で
ス
ポ
ン
サ
ー
賞
を
獲
得

し
た
藤
吉
真
愛
さ
ん
（
３
年

次
）
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情

報
学
部
だ
か
ら
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

学
外
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
く
だ
さ
い
」
と
出
席
し
た

約
２
０
０
人
の
後
輩
に
向
け

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

　
他
の
受
賞
者
と
受
賞
理
由

は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
、

全
員
３
年
次
生
）

　
関
口
拓
也
、
平
形
怜
菜
、

北
川
竜
世
、
斎
藤
雅
也
、
縄

田
悠
香

第
７
回
か
な
が
わ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
映
像
祭
優
秀
賞
▽
仁

木
朋
美

専
大
ベ
ン
チ
ャ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
鳳
賞

▽
大
橋
拓
馬

情
報
処
理
技

術
者
試
験
エ
ン
ベ
ッ
デ
ッ
ド

シ
ス
テ
ム
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

試
験
合
格
▽
羽
田
純
也

情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
試
験
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
試
験
合

格

受賞者と江原学部長（左端）

　
商
学
部
の
学
部
長
賞
と
学

部
長
奨
励
賞
の
受
賞
者
が
決

ま
り
、
表
彰
式
が
２
月
３
日

に
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ

れ
た
。
学
部
長
賞
は
２
グ
ル

ー
プ
19
個
人
、
同
奨
励
賞
は

６
グ
ル
ー
プ
27
個
人
。
渡
辺

達
朗
学
部
長
か
ら
賞
状
が
贈

ら
れ
た
。

　
昨
年
の
全
国
学
生
相
撲
個

人
体
重
別
選
手
権
１
０
０
㌔

未
満
級
３
位
で
、
大
相
撲
藤

島
部
屋
に
入
門
し
た
福
山
聖

和
さ
ん
（
４
年
次
）
は
「
専

大
の
名
に
恥
じ
な
い
関
取
を

目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と

力
強
く
語
っ
た
。

　
そ
の
他
の
学
部
長
賞
受

賞
者
は
次
の
通
り
。（
敬
称

略
、
カ
ッ
コ
内
は
学
年
。
グ

ル
ー
プ
は
代
表
者
の
み
）

　【
２
０
１
６
年
度
公
認
会

計
士
試
験
合
格
】
伊
藤
尚
起

▽
佐
藤
美
幸
▽
神
谷
実
来
▽

齋
藤
涼
平
▽
佐
藤
諒
也
▽
吉

澤
和
恭（
以
上
４
）▽
大
石
敦

也（
３
）【
第
13
回
神
奈
川
産

学
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

最
優
秀
賞
】
髙
橋
義
仁
ゼ
ミ

（
河
村
祐
希
・
３
）▽
鹿
住
倫

世
ゼ
ミ（
上
村
明
日
実
・
３
）

【
世
界
学
生
囲
碁
王
座
戦
優

勝
】
大
関
稔（
２
）【
卓
球
部
】

安
藤
み
な
み（
２
）▽
及
川
瑞

基（
１
）
▽
三
部
航
平（
１
）

【
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
】安
部
夏

帆（
４
）
▽
菊
池
小
巻（
２
）

【
レ
ス
リ
ン
グ
部
】
中
村
倫

也（
４
）
▽
松
尾
侑
亮
（
３
）

▽
松
井
涼
（
３
）
▽
桑
山
裕

貴
（
２
）
▽
松
雪
泰
成
（
１
）

展
開
す
る
も
の
で
、
２
０
０

３
年
の
開
始
以
来
16
校
目
。

新
城
高
が
大
学
と
協
定
を
結

ぶ
の
は
初
め
て
。

学部長賞の受賞者と渡辺学部長

（前列左から４人目）ら指導教員

ネット情報
学 部 長 賞

１グループ４個人に

　
専
修
大
学
は
神
奈
川
県
立

新
城
高
等
学
校
（
川
崎
市
中

原
区
）
と
高
大
連
携
協
定
を

締
結
し
た
。今
後
、高
校
生
が

大
学
の
授
業
を
聴
講
す
る
こ

と
や
、
大
学
生
が
教
職
版
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
と
し
て

高
校
で
研
修
す
る
な
ど
の
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
予

定
。

　
２
月
４
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
調
印
式
に
は
、

佐
々
木
重
人
学
長
、
同
高
の

加
藤
充
洋
校
長
ら
が
出
席

し
、
協
定
書
に
調
印
し
た
。

　
加
藤
校
長
は
「
生
徒
に
と

っ
て
大
切
な
場
は
高
校
と
家

庭
だ
け
で
は
な
い
。
大
学
と

の
交
流
で
将
来
ど
ん
な
展
開

が
あ
る
の
か
可
能
性
を
見

せ
、
夢
を
広
げ
た
い
」
と
期

待
を
寄
せ
た
。

　
佐
々
木
学
長
は
「
本
学
は

地
域
貢
献
を
大
切
に
し
て
い

る
」
と
応
じ
た
。

　
本
学
に
お
け
る
高
大
連
携

と
は
、
大
学
と
高
校
が
教
育

交
流
に
関
す
る
研
究
協
定
を

結
び
、
幅
広
い
相
互
交
流
を

神奈川県立新城高と

高大連携協定 16校目

教
養
ゼ
ミ
４
学
生 

研
究
成
果
を
発
表

　
教
養
テ
ー
マ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

は
自
然
科
学
分
野
を
は
じ
め

演
劇
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
学
、

政
治
、
都
市
論
な
ど
幅
広
い

テ
ー
マ
に
取
り
組
む
の
が
特

徴
。
専
門
領
域
を
越
え
た
学

際
的
な
視
点
が
身
に
つ
く
。

全
学
部
を
対
象
に
本
年
度
は

32
ゼ
ミ
が
開
講
さ
れ
た
。

　
１
月
31
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、
教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

論
文
の
発
表
会
が
開
か
れ

た
。
テ
ー
マ
は
堆
積
物
、
熱

水
鉱
床
、
動
物
園
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
の
新
提
案
な
ど
だ
っ

た
。
発
表
し
た
学
生
は
次
の

通
り
。（
敬
称
略
）

　
秋
田
亮
一
朗
（
経
済
４
）

▽
戸
川
絵
里
（
経
営
４
）

以
上
佐
藤
暢
ゼ
ミ
▽
宮
永
颯

人
（
経
営
４
）

櫻
井
文
子

ゼ
ミ
▽
叶
云
鵬
（
商
４
）

梶
原
勝
美
ゼ
ミ

「
人
骨
か
ら
生
老
病
死
を
探
る
」の
講
義
風
景

共
編
者
の
井
上
教
授
（
左
）
と
佐
藤
教
授

　
専
大
で
の
講
義
を
基
に
、

人
と
自
然
環
境
の
か
か
わ
り

を
追
究
し
た
『
人
間
と
自
然

環
境
の
世
界
誌
』（
専
修
大

学
出
版
局
、
９
０
０
円
＋

税
）
が
Ｓ
Ｉ
　
Ｌ
ｉ
ｂ
ｒ
ｅ

ｔ
ｔ
ｏ
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

井
上
幸
孝
文
学
部
教
授
（
歴

史
学

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

史
）
と
佐
藤
暢
経
営
学
部
教

授
（
地
球
科
学

海
底
岩
石

学
、
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
）
が
共

編
。
高
校
生
、
大
学
生
が
読

ん
で
理
解
し
や
す
い
内
容
、

手
に
取
り
や
す
い
新
書
版
に

な
っ
た
。

　
執
筆
者
は
両
教
授
の
ほ
か

学
内
外
の
９
研
究
者
。
歴
史

学
、
動
物
生
理
学
、
文
化
人

類
学
、
地
球
科
学
、
経
営

学
、
文
学
な
ど
多
彩
な
分
野

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い

る
。

　
内
容
は
、
２
０
１
５
年
か

ら
始
ま
っ
た
専
門
科
目
と
教

養
科
目
を
結
ぶ
融
合
領
域
科

目
「
学
際
科
目
（
人
類
と
自

然
）」で
の
２
年
間
の
講
義
が

基
に
な
っ
て
い
る
。
毎
回
ゲ

ス
ト
講
師
を
招
き
「
文
系
、

理
系
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い

幅
広
い
学
問
領
域
か
ら
講
義

を
展
開
し
た
」
と
担
当
の
井

上
教
授
。
佐
藤
教
授
も
加
わ

り
、
講
義
後
は
学
生
と
一
緒

に
な
っ
て
講
師
に
質
疑
を
投

げ
か
け
て
き
た
と
い
う
。

　「
砂
漠
で
生
き
る
｜
ラ
ク

ダ
に
た
よ
る
人
間
の
生
活
」

で
は
、
人
間
と
ラ
ク
ダ
が
お

互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
砂

漠
を
生
き
抜
い
て
い
る
姿
を

坂
田
隆
石
巻
専
修
大
学
理
工

学
部
教
授（
栄
養
生
理
学
、震

災
復
興
）が
紹
介
し
て
い
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
語
、
現
代
演
劇

が
専
門
の
根
岸
徹
郎
法
学
部

教
授
は
、
古
今
東
西
を
問
わ

ず
、
た
く
さ
ん
の
文
学
作
品

な
ど
の
中
で
表
現
さ
れ
て
い

る
自
然
を
描
出
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
「
人
骨
か
ら
生

老
病
死
を
探
る
」「
病
原
体

の
移
動
」
な
ど
も
。
各
テ
ー

マ
の
理
解
を
深
め
る
ト
ピ
ッ

ク
ス
も
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。

　「
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
分
野

が
交
錯
し
、
知
恵
を
出
し
合

い
、
議
論
が
進
む
こ
と
で
人

間
に
と
っ
て
有
益
な
『
知
』

を
作
り
出
し
た
い
」
と
井
上

教
授
は
話
す
。

　
融
合
領
域
科
目
創
設
な
ど

14
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

学
士
課
程
教
育
の
設
計
に
尽

力
し
た
佐
藤
教
授
は
、「
専

門
分
野
を
究
め
る
一
方
、
多

彩
な
分
野
に
触
れ
る
こ
と
で

『
学
び
』
が
広
が
っ
て
い

く
。
融
合
領
域
科
目
は
そ
の

橋
渡
し
と
な
る
」
と
、
本
書

に
よ
っ
て
学
生
が
幅
広
い
視

点
を
持
っ
て
学
ぶ
こ
と
を
期

待
す
る
。

『
人
間
と
自
然
環
境
の
世
界
誌
』刊
行

多くの学問が交錯

人に有益な『知』に

商学部長賞 ２グループ19個人に

「
融
合
領
域
科
目
」の

授
業
を
新
書
で
出
版

握手を交わす加藤校長と

佐々木学長（右）


